
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

222　培養 工 学

沿 23 GA 欝 働   SU
’
｛in　Advagstage　in　Stati，eiiagy 　Pfuase）へ の 高磁場の影響

《東工 大 ・資源礒）○藤波亮 、奥野秘蔽 、懸野貴司、正 田誠

絹 的】長期牆養 ifo　fi聞） した 大腸菌 と、短期培養 ｛婦ヨ購） L た大腸薗を混合培養

すると、長期培養 した もの が定當期に優先株 とな る現象が （1．ALSPとして報告 さ糎 て い る
i＞。

本鶸究では この 実験を高磁場下で 響 っ た。

紡 法及 び結剽 薬剤耐性 マ ーカーの み が 異な る 2種の 株を 豆つ は 雲0 鱒闘培莠 し、他方

を 星日聞塘養 した後、爾者を混合 して 培養 し．それぞれの 生存蒄数を瀏定 した。その

結桀、地磁気条件下で は 藍日培養の 樵は琵 減 し、 10 日培養の 褓 が常に優先株 とな っ た。

しか し、5．2−6−IT 変動高磁場条件下 で は 玉瞬培養の 株が
一

定の 藩数を保持 し続けた ため 、

eg　U 　gk養の 樵が優先蘇に な らなかっ た。つ ま ゆGASP 規象が 轟磁勝下で は見 られない

こ とが判明 した。 墨）Za 曲 職 餓 ◎
．
睡 鋼 ．　et．at．　Scienee，25〜へ1757−60（墨兮93）
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1024　　　 二 段階培養法に よる Haem2toco‘ cus 蜘 viagts を用い 掩

　　　　　　Astaxanthiltsma シ ス テ ム の開 発 91第二 段階 の 最適化

　　　　　　（筑波大 ・応生化 ）幡多徳彦、○長谷弼豊、Ja皿 es　COgbom ”a，田中秀爽

籃目的翌緑藻H／aemastococcuspiuviniis を用 い た Astaxanthinの 効率的 な生産シ ス テ ム と して 第
一

段階で

従属栄養培養に よ りバ イオ マ ス 生産を、第 二段階で は光照 射に よる Astaxamthin　g積 を行 う二 段階培
養法に つ い て 検討を行 っ て きた 。 既に第一段階では 、基質、pH、温度な どの 培養条件を最適 化 し、 繰

り返 し流加培養法 に よ り効率的な バ イオ マ ス 生産が可能で あ る ことを報告 した （1）
。 しか しなが ら第二

段 階へ の 移行 に伴 っ て 細胞数が減少 し、 培養液当た りの Astaxanthin 生 産量 が低下す る こ とが 明 らか
に な っ た

。 そ こ で 、本研究で は これ らの 問題点を解決す るため に、第二 段階の 最適化 の 検討 を行 っ

た。

慶方法及び結果 翌供試菌種 として fffiemarococcaspiuviaits’
（NIES −144）を用 い 、 第二 段 階にお ける光強

度の 制御 、 撹拌操作の 制御、新鮮培地の 添加 、 及び フ ォ トバ イオ リア クターの 改善に つ い て検討 し

た 。 そ の 結果 、 まず 、 光強度を低 くし撹拌を締え る こ と に よ り細胞をシ ス ト化 させ た後、光強度を
徐 々 に上 げる こ とに より細胞の 減少を抑えるこ とが で き た 。 ま た 、 内部循環型 フ t トバ イオ リア ク
タ
ー・

を用 い 従 属栄養 培養 （第
一

段階）終了後、培養液を抜 き出さずにそ の まま で 光を照射 した場合
と 、

一
部培養液を抜き 出 して 新鮮培地 を加え て 光を照射 した場含 、 さ らに新鮮培地を加え て 強い 光

を照射 した場合 とを比較 した。そ の 結果、新鮮培地無添加あ る い は強 い 光強度下 に おい て 、 遊走子 の

シ ス ト化 と Astaxanthinの 蓄積開始は、 早 くな る こ とが明 らか とな っ た 。 ま た、新鮮培地 を添加 し最
適な光強度を用 い る こ と に よ っ て 、 第二 段階におい て も細胞は増殖 し、シ ス ト化 及び Astaxanthin蓄
積開始は遅 くなるが 、菌体 当た りの Asaaxanthin　es積量は新鮮培地無添加及び強い 光強度下の 場合と

比 べ て 高い 値を示 した。
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